
地域と共に作り上げる
オール西東京のまちづくり
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平成30年７月６日

第10回地域包括ケア応援セミナー

いこいーな
Ⓒシンエイ／西東京市



人口 201,955人
65歳以上高齢者数（率）

48,032人（23.8％）
75歳以上高齢者数（率）

25,263人（12.5％）
面積 15.75ｋm²

※平成30年６月１日現在

西東京市の概要
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『健康』応援都市の実現基
軸

● 市民一人ひとりのこころやからだの健康の達成
● まち全体の『健康 』の達成 （ Healthy City  ）

「住み続けたいまち」、「住みたいまち」としての価値を高める

＝社会や経済、居住や環境といった、個人をとりまく生活環境
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平成27年５月
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地域包括ケアシステム構築に向けた
市役所の体制づくり

係長以下３名

在宅療養推進係

健康福祉部

高齢者支援課

健康課

統合

新設

市民部

健康課

福祉部

高齢者支援課
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西東京市版
地域包括ケアシステム

地域づくり (仲間づくり、地域資源を増やす)

市の地域包括ケアシステムのイメージ
（平成29年度以前）
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地域包括ケアシステムについて話し合う場

地域包括ケアシステム推進協議会

市民との協働
啓発部会

・住民への意識
啓発

市民
歯科医師
訪問看護
柔道整復師
地域包括職員(看
護師)
地域包括職員(ケ
アマネジャー)
社会福祉協議会
職員
市職員

連携のしくみ
づくり部会

・お互いを尊重
し合い専門性を
発揮しあえる関
係づくりの検討
・情報の共有・
連絡方法のツー
ルの検討

在宅医師
病院院長
歯科医師
薬剤師
ケアマネジャー
訪問看護
訪問介護
病院ＭＳＷ
大学教授
市職員

在宅療養支援
窓口部会

・在宅療養連携
支援センター
「にしのわ」に
関する検討

在宅医師
歯科医師
薬剤師
訪問看護
ケアマネジャー
病院ＭＳＷ
精神病院ＰＳＷ
地域包括職員(看
護師)
保健所職員
市職員

受け皿づくり
部会

・在宅療養をさ
さえる医療・介
護体制整備の検
討

在宅医師
老健医師
歯科医師
薬剤師
ケアマネジャー
訪問看護
訪問介護
特養施設長
グループホーム
施設長
地域包括職員(看
護師)
市職員

後方支援病院
推進部会

・在宅療養後方
支援病床確保事
業に関する検討

在宅医師
病院院長
病院医師
病院ＭＳＷ
病院地域連携室
職員
市職員

認知症支援
部会

・認知症初期集
中支援チーム設
置と運営に関す
る検討
・認知症ケアパ
ス監修

在宅医師
精神病院医師
歯科医師
薬剤師
訪問看護
ケアマネジャー
精神病院ＰＳＷ
グループホーム
施設長
地域包括職員(認
知症地域支援推
進員)
市職員
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会議名
平成28年度

（平成29年度）
開催回数

検討内容・検討結果
実施（予定）

時期

在宅療養推進協議会 ４回（４回） 各部会の検討結果の承認と各団体への周知 随時

市民との協働啓発部会 11回（13回）

市報１面への掲載 平成29年６月

講演会の開催 平成29年７月

出前講座の開催
（予定）

平成30年度中

連携のしくみづくり部会 ７回（７回）

多職種研修（リーダー研修）の実施
平成29年７月・

12月

多職種研修（初任者研修）の実施 平成29年10月

多職種研修（病院研修）の実施
（予定）

平成30年度中

在宅療養支援窓口部会 ６回（４回）
在宅療養連携支援センター「にしのわ」の開設 平成28年10月

「にしのわ」のバックアップ体制の検討 平成30年３月

受け皿づくり部会 ６回（５回）
在宅看取りのためのショートステイの活用

（予定）
平成30年度中

制度改正の勉強会 平成30年２月

後方支援病院推進部会 ３回（３回） 後方支援病床確保事業の改善の検討
（予定）

平成30年度中

認知症支援部会 ４回（６回）
認知症ケアパスの作成 平成29年３月

認知症初期集中支援チームの設置 平成29年７月

合計 41回（42回）

各会議の開催回数・検討結果
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市民との協働啓発部会
～「本人の選択」の重要性を伝える～

広報西東京（平成29年６月１日発行）

ちゃぶ台トーク中の様子（平成29年７月22日撮影）
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（左）第１回リーダー研修中の様子（平成29年７月19日撮影）

実施
（７月、12月）

他の研修を企画・運営リーダー研修

多職種研修
（基礎研修）

病院・在宅研修

実施
（10月）

病院・在宅
研修を受講

実施
（平成30年度中）

リーダー
研修を
受講

ステップ
アップ

平成29年 平成30年

連携のしくみづくり部会
～連携の土台づくり～

（右）第１回多職種研修のワールドカフェ中（平成29年10月７日撮影）



かかりつけ医

訪問看護 ケアマネジャー

病院

介護関係者

関係機関同士の
連携を支援

在宅療養支援窓口部会
～在宅療養連携支援センター「にしのわ」の設置～
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にしのわ



『身体』の
虚弱

フィジカル・フレイル

『社会性』
の虚弱

ソーシャル・フレイル

『こころ/認知』
の虚弱

ﾒﾝﾀﾙ/ｺｸﾞﾆﾃｨﾌﾞ･ﾌﾚｲﾙ

フレイルの多面性

うつ、認知機能低下、等閉じこもり、孤食等

ロコモ、サルコペニア、等

虚弱(Frailty)⇒ フレイル
①中間の時期 （⇒健康と要介護の間）
②可逆性 （⇒様々な機能を戻せる）
③多面的 （⇒色々な側面）
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※東京大学 高齢社会総合研究機構 飯島勝矢教授 資料を一部改変



フレイルのきっかけは社会性の低下

※東京大学 高齢社会総合研究機構 飯島勝矢教授 資料を一部改変

社会とのつながりの低下
がフレイルのきっかけ
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フレイル予防に関してIOGと協定を締結

東京大学高齢社会総合研究機構（ＩＯＧ）と西東京市との連携協力に関する協定締結式
（左から）東京大学高齢社会総合研究機構教授 飯島勝矢 氏、西東京市長 丸山浩一

（平成28年12月20日） 13



西東京市フレイル予防プロジェクト役割
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平成30年度フレイルチェック実施会場
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フレイル予防出張講座

地区会館での出張講座
（平成29年５月13日撮影）

16



地域住民団体での自主化
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地域

地域住民団体
（ふれあいセンター運営協議会）

地域団体主催の
フレイルチェック

フレイルチェックに
参加

団体に参加

住民同士の
つながり強化



地域活動等をまとめた冊子の作成
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シニア向けお仕事説明会

株式会社セブン-イレブン･ジャパンと「地域活性化包括
連携協定」を締結した。

市内のセブン-イレブン店舗で就労を希望するおおむね
60歳以上の男女を対象に、ハローワーク三鷹の協力のも
と、採用説明会を開催。

当日の様子（平成29年10月24日撮影）
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西東京市版
地域包括ケアシステム

基盤整備（多職種協働） ２階

地域づくり（仲間づくり） １階

市の地域包括ケアシステムのイメージ
（平成30年度以降）
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西東京市版
地域包括ケアシステム

各個別計画
高齢・介護、障害、子ども、健康 ２階

地域福祉計画 １階

市の地域包括ケアシステムのイメージ
（計画ベース）
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地域課題

① 地域のつきあいが弱い

② 居場所・交流の場がない・少ない

③ 相談先がわからない
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地域課題

① 地域のつきあいが弱い

自治会・町内会等活性化補助金
・自治会・町内会の主催事業
・地域づくりのために行う事業

自治会加入率
約19％



24

地域課題

② 居場所・交流の場がない・少ない

サロン・ミニデイ
こども食堂・放課後カフェ（中学校）

おにぎりカフェ・フードドライブ
寺子屋・勉強カフェ
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地域課題

③ 相談先がわからない

ほっとネット推進員
地域福祉コーディネーター（ＣＳＷ）

地域包括支援センター
フレンドリー
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西東京市版地域包括ケアシステム

※高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（第７期）（平成30年３月）より
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共生社会シンポジウム

表題：
西東京市における共生社会の実現
～困難を抱える方を含め、どのような地域をつくっていくのか～

第１回：平成28年２月６日
共生社会のイメージの共有

第２回：平成28年12月17日
各世代の様々な市内の居場所

第３回：平成30年２月３日
多世代が交流できる市内の居場所

第３回共生社会シンポジウムの様子（平成30年２月３日撮影）
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地域コミュニティの再生（活性化）

・地縁型コミュニティ

・テーマ型コミュニティ

・危機管理型コミュニティ

人と人・・つながる



西東京市在宅療養連携支援センター開設記念シンポジウムの集合写真
（平成28年10月15日撮影）

29ご清聴ありがとうございました


